
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●瓜田学先生おすすめ  ●大関信子先生おすすめ 
『青女論  
: さかさま恋愛
講座』 
寺山修司  

角川書店 

914.6||Te67 

(C)角川書店 

 

 

『ブッダ』  

全 12 巻 
手塚治虫 

潮出版社 

726.1||B83|| 
1～12 

 

 

 

『 徳 川 家 康 』 

全 26 巻 

山岡荘八 

講談社 

913.6||Y42|| 
1～26 

「少年」に対して「少女」があるように、「青年」

に対して「青女」という言葉があって良い。青森

出身の劇作家、寺山修司が考える青女論は

男目線の女性像ではあり、これが正しいか、

読んで心地良いかはその人が判断すること。

ただ、女性や男性を決め付ける枠から解放す

る考えがこの中に詰まっているかもしれない。 

 これはあくまでも手塚治虫のブッダである。

ただ、その考えは常に私たちに疑問を投げ

かける。「生と苦悩と死」は人が生きていく中

で壁となりぶつかることが多いもの。特に医

療職者として多くの生死と関わっていく人に

は、漫画として読みやすい「ブッダ」が死生

観を養うきっかけになる。図書館にも置いて

ある本なので、一読してみては。 

 私は、20 代の時に全 26 巻を読み深く感動し

た。この本に出合えた深い喜びを感じた。学生

さんにもこの感動を体験してもらいたい。DVD

や漫画ではなく、講談社文庫の活字を一つ一

つ理解しながら、全 26 巻を読んでもらいたい。

なぜ、この本を推薦するのか、読めばわかりま

す。韓国や中国でもこのシリーズが翻訳されベ

ストセラーとなっています。 今、皆さんと同じ

年代の若者たちが徳川家康からその生き方を

貪欲に学ぼうとしています。将来、管理職を目

指す方は必読です。全巻読まれた方は、ご一

報ください。 

 

   
        

     

看護学科 

特集：先生オススメ 

読書の秋にこの一冊 
本に親しむ絶好の季節がやってきました。 

ラポールでは、今年も読書の秋に合わせて、各学科の先生からのお勧めの図書を一挙掲載。 

ぜひ図書館で借りて、秋の夜長、一冊の本との対話に沈潜してみてください。 
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●葛西紗幸先生おすすめ  ●小池祥太郎先生おすすめ 
『ママのおなか
をえらんできた
よ。』 
池川明 

リヨン社 

376.11||I33 

 『ダーリンは外

国人』 
小栗左多里 

メディアファクトリー 

367.4||O26||1 

 

 

『ダーリンは外国
人 
With  BABY』 
小栗左多里 

メディアファクトリー 

367.4||O26 

胎内記憶、誕生記憶について池川先生が実

際に子どもたちから聞いたことがそのまま本に

なっています。生まれる前の記憶やママを選

んだ理由など、とても心温まる言葉がたくさん

出てきます。ぜひ読んでみてください。 

 漫画の推薦ですいません。でも、ためになる

のですよ！！面白いし！夫婦のやり取りが

主に掲載されているのですが、ほとんどが

文化（言語）について。未来のダーリンが外

国人になるかもしれない現代において、入門

書にピッタリ。続編もあります。 

 

 ということで、これも続編の一つ。今回の見所

は子育てに関する文化の違い。日本では当た

り前とされている子育て文化も外国人ダーリン

には通用しないことも！！文化の違いを面白

おかしく教えてくれる本です。 

 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●出雲祐二先生おすすめ  ●杉山克己先生おすすめ 

 

『UNIX への招
待 （ た の し い
UNIX）』 
坂本文 

アスキー 

007.634||Sa32 

 

 

『不思議宇宙
のトムキンス』 
ジョージ・ガモフ, ラッセ

ル・スタナード著 ; 青木

薫訳  

白揚社 

420||G18 

 

 

『弁証法の諸
問 題  新 装
版』  
武谷三男 

勁草書房 

404||Ta66 

進歩が著しいコンピュータソフトの世界に UNIX

という世界があります。巨大な売上げを誇るソ

フト会社がある一方で，「コンピュータソフトは

人類共有の財産」と考え，優れたソフトを無料

で提供している UNIX のグループもあります。

この本はその世界への入門書です。あなたの

使わなくなった古いパソコンにFreeで入手でき

るUbuntu やFedora，Slackware をインストール

し，この本片手にこの世界を体験してくださ

い。 

 若い人は知的好奇心に満ち，たとえ自分が

目指す専門以外の分野でも，その世界を知

ろうとすることはとても大切です。この本は現

代物理学の入門書ですが，高校の物理の教

科書とは違い，とても楽しく読めます。相対性

理論から原子核，量子論と主人公のトムキン

ストともに不思議な旅に出かけましょう。人に

よっては入眠書として最適ですが，この本の

内容をすべて理解した学生さんは本学に来

たことを後悔するでしょう。 

 

 何十年もまえ、他の本の中で紹介されている

のを通じて知った。当時は新刊本を手に入れ

ることができず、神田の古書店街で旧字体の

ものを購入して読んだ。戦時中に特高に捕ま

ったときの調書として著された「技術論」は秀

逸だ。戦前より日本では素粒子論の分野が

進んでいた。著者はその中心人物の 1 人だっ

た。彼の「三段階認識論」は一時代を画したと

言えるだろう。今年になって新装版が出され

た。この機会に再読しようと思う。 

●杉山克己先生おすすめ 

 

『クルアーン : 
語りかけるイ
スラーム』 
小杉泰 

岩波書店 

167.3||Ko89 

 

 

『ムハンマド : 
イスラームの
源流をたずね
て』 
小杉泰 

山川出版社 

167.28||Ko89 

 

 

『オートポイエ
ー シ ス 論 入
門』  
山下和也 

ミネルヴァ書房 

461||Y44 

日本はかつて、朝鮮半島や東シナ海・南西諸島等を通じて大陸文化を学んだ。中国の古典思想は

言うに及ばず、仏教など南アジアの思想も。その中には遠く西アジアの思想・文化も含まれてい

た。しかし、如何せん遠く、そしてここで話題にしてるイスラム文化が発展した頃には、日本文化も

既に独立した道を歩み始めていた。その後、とりわけ幕末以降には西洋文化をどん欲と言っても良

いほどのありさまで学んだ。結果、現在のわが国は、世界的に見ても最もイスラムとの接点が乏し

い国になっている。しかし、イスラムは今後の「世界」を考えるときに無視をできないものの 1 つであ

ろう。 

 イスラムは日本人的感覚の宗教ではない。人生と社会を運営していく指針でもあり、思想でもあ

る。同じ著者による「ムハンマド－イスラームの源流を尋ねて」と合わせて読んで欲しい。イスラー

ムの事が少し分かると思う。 

 私にはオートポイエーシスを簡単に説明するこ

とはできません。元々は 1970 年代に発案され

た生物学の理論でした。それをルーマンが社

会学に導入し社会システム論としたものです。

本学の図書館にもオートポイエーシスに関す

るものが幾つかありました。現在では、文系・

理系を問わず学際的に応用されるもので、他

にも心理学や哲学、法学などにも応用されるも

のです。まだ新しい理論と言えるでしょう。特

に、新しもの好きに！？(私もその 1 人ですが

…(^^ゞ) 

●西村愛先生おすすめ 

 

『「おじさん」的

思考』 

内田樹 

晶文社 

914.6||U14 

 

 

『高等学校に
おける特別支
援 教 育 の 実
践』  
加藤貴久,杉岡啓

治 

あいり出版 

378||Ka86 

 

 

『日本社会で
生きるという
こと』 
阿部謹也 

朝日新聞社 

361.5||A12 

私は、内田樹(うちだたつる)さんの大ファン(通

称:タツラー)です。内田さんの本は難しいです

が、読んでいて体の奥深いところにストンッと

入る感覚が好きです。私は内田さんの本のお

かげで、研究の視野が広くなったような気がし

ます。この本は、難しい内田さんの本の中で

も、フリーターや児童虐待、教育、大人になる

こと等、みなさんでも読みやすいテーマが多い

本です。みなさんも、ぜひタツラーになってみ

ませんか? 

 障害のある人とない人たちが共に生きる社会

を実現するためには、まず共に学ぶ経験が

大切です。この本は、2001 年度に大阪府教

育委員会が制度化した「知的障害のある生

徒の高校の受け入れ」の理論および実践集

です。大阪では、義務教育段階における共に

学ぶ実践がなされ、高校の制度化に結実し

ました。高校での仲間づくりや学習、卒業後

の課題など、インクルージョンのヒントになる

ものが、ぎっしりつまった良書です。 

 

 この本は、私が大学院生のときに、2 人の先生

方から薦められた本です。 

なぜ、日本社会における様々な差別は、なくな

らないのか?なぜ、生きにくい社会なのか?その

カギとなるのが、「世間」という存在です。福祉

先進国の理念が日本に根付かない理由が、こ

の本を読んで納得した記憶があります。福祉

や医療の分野で学ぶ人たちに、必ず読んでい

ただきたい、お薦めの一冊です。 

 

No 
image 

No 
image 

Rapport  no.15      09 




